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チ
ベ
ッ
ト
情
勢
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
本
年
三
月
十
日
の
僧
侶
に
よ
る
デ
モ
行
進
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
契
機
と
な
り
同
月
十
四
日
に
は
大
規

模
な
暴
動
へ
と
発
展
し
、
現
在
も
動
乱
（
以
下
、
「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
と
い
う
。
）
が
続
い
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
チ

ベ
ッ
ト
情
勢
の
現
状
に
つ
い
て
政
府
、
特
に
外
務
省
は
ど
の
様
な
認
識
を
有
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

世
界
各
国
の
首
脳
は
「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
積
極
的
な
見
解
を
表
明
し
て
い
る
が
、
我
が
国
政
府
、
特

に
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
が
「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
に
つ
い
て
消
極
的
な
見
解
し
か
表
明
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

三

「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
が
起
き
て
か
ら
、
政
府
、
特
に
外
務
省
は
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
て
き
た
の

か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
に
つ
い
て
政
府
、
特
に
外
務
省
は
中
国
側
に
対
し
て
�
誰
が
、
�
い
つ
、
�
ど
の
様
な
方
策
を
も
っ

て
、
�
ど
こ
で
、
�
ど
の
様
な
意
見
を
伝
え
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
が
起
き
て
か
ら
中
国
政
府
が
手
配
し
た
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
ラ
サ
へ
の
視
察
に
和
田
充
広
在
中
国
日
本

公
使
が
参
加
し
た
と
承
知
す
る
が
、
和
田
公
使
か
ら
視
察
に
つ
い
て
外
務
本
省
に
ど
の
様
な
報
告
が
あ
っ
た
の
か
説
明
さ
れ

た
い
。

一



六

和
田
公
使
は
五
の
視
察
か
ら
戻
っ
た
本
年
三
月
二
十
九
日
、
記
者
団
に
対
し
て
「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
に
つ
い
て
の
中
国
側

の
説
明
は
不
十
分
で
あ
る
旨
述
べ
た
と
承
知
す
る
が
、
政
府
、
特
に
外
務
省
は
右
の
和
田
公
使
の
認
識
と
同
様
の
認
識
を
有

し
て
い
る
か
。

七

「
チ
ベ
ッ
ト
動
乱
」
に
対
し
て
、
今
後
我
が
国
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
て
い
く
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た

い
。

八

か
つ
て
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
侵
攻
し
た
際
、
政
府
は
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
た
が
、
「
チ

ベ
ッ
ト
動
乱
」
を
受
け
て
、
政
府
、
特
に
外
務
省
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
様
な
考
え
を
有
し
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


